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　平素は私ども日本海しんきんに対しまして格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。

　日本海しんきんは、本年もここに業務内容をはじめ、皆さまがお知りになりたいことを

わかりやすく解説したミニディスクロージャー誌を発行いたしました。この小冊子をご覧

いただきまして、日本海しんきんに対するご理解・ご信頼をより一層深めていただければ

幸いに存じます。
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当金庫の概要
（令和3年3月末現在）

本　　店●島根県浜田市殿町83番地１
創　　立●大正12年12月28日
店 舗 数● 10店舗
純資産額● 58億25百万円
会 員 数● 13,274名
常勤役職員数● 109名（男性：63名、女性：46名）
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2018年度 2019年度

日本海しんきんの預金積金・貸出金についてご報告致します。
預金積金・貸出金

　預金積金残高は前期比93億54百万円増加の1,099億24百万円となり、事業
者が当面の資金繰りを確保するためのコロナ対策資金の留保額や、補助金・給付
金等の受入が寄与しました。
　貸出金残高は、その新型コロナウイルス感染症の感染拡大が事業活動に大きく
影響を及ぼし、資金繰り手当てによる貸出で、前期比47億39百万円増加の537
億4百万円となりました。
　引き続き新型コロナウイルス感染症の感染拡大により影響を受けたお客様の本
業支援と地域への貢献を最重要課題として、金融機関の使命である金融仲介機能
を発揮して参ります。

2020年度

100,569100,690

109,924

預金積金の推移

貸出金の推移

単位：百万円
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53,704

単位：百万円
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●最近の主要な経営指標の推移

●経常収益、経常利益の推移

　収益面では、新型コロナウイルス感染症の影響を受けたお客様に対し、低利なコロナ対
策資金を積極的に推進しました結果、貸出金利息収入はわずかに減少しました。このため、
余資運用では継続的な積み増しに努めましたが、経常収益は前期比4百万円減少の15億
10百万円となりました。
　一方、費用面では、経営力強化施策の取り組みによるコスト削減等により、経常費用は
前期比2億27百万円減少の12億98百万円となりました。これにより経常利益は2億11
百万円、当期純利益は1億87百万円と減収増益となりました。
　この単年度のみならず引き続き業務効率を向上させ、改革の手を緩めることなく収益拡
充や経費削減に努め、長期安定した収益体制を構築してまいります。また、お客様や地域
社会の価値の創造に貢献し、当金庫も持続的に成長していくことを目指して参ります。

2019年度 2020年度

日本海しんきんの2020年度決算内容についてご報告致します。

●総資産額、純資産額の推移

経常収益 経常利益 総資産額 純資産額
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決算内容

区    　分

純　資　産　額

総　資　産　額

経   常   利   益
（△は経常損失）
当 期 純 利 益
（△は当期純損失）

1,510

211

187

5,825

119,902

2019年度 2020年度
1,514

△ 11

△ 193

5,522

110,408

1,563

79

59
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110,765

2018年度
経   常   収   益

79
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△11  

5,522

5,678

5,825
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●自己資本額、リスク・アセット等の状況

2018年度

日本海しんきんの自己資本比率についてご報告致します。

　自己資本比率は、金融機関の健全性・安全性を表す重要な指標のひとつです。
当金庫の自己資本比率は、前期比0.08ポイント上昇の11.39％となり、国内基
準の4％、国際基準の8％を大きく上回る比率を堅持しております。
　金融を取り巻く環境は大変厳しい状況でありますが、今後とも経営の健全性を
高め、安全性を確保していけるよう自己資本の充実に努めて参ります。
     

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第1項において準用する銀行法第14条の2の規定に基づき、
信用金庫がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成
18年金融庁告示第21号）」に基づき算出しております。なお、当金庫は国内基準を採用しております。  
   

     
     
     
     
     

自己資本比率
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リスク・
アセット

自己資本比率

自己資本額

項　　目

オペレーショナル・リスク相当額を
8%で除して得た額

中央清算機関関連エクスポージャー
に係る信用リスク・アセットの額

CVAリスク相当額の合計額を8%で
除して得た額

コア資本に係る基礎項目
コア資本に係る調整項目（△）

計（Ａ）
オン・バランス項目
オフ・バランス項目

計（B）
（A）/（B）×100

2018年度
5,223

75
5,147

37,833
457
–　  
–　  

2,674
40,965
12.56%

2019年度
5,006

55
4,951

40,541
560
–　  
–　  

2,669
43,771
11.31%

2020年度
5,208

73
5,135

41,889
503
–　  
–　  

2,681
45,073
11.39%

11.39%
12.56%

11.31%

単位：百万円・％
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　金融機関の健全性を見る指標で自己資本比率とともに重要なものとして不良債
権比率があります。金融再生法開示債権額は、情報開示としての有用性を高め、
開示基準の透明性を向上させるとの観点から、貸出金に加え、債務保証見返、
未収利息、仮払金等の自己査定による資産の査定結果からとらえたものとなって
おります。
　依然として地域経済は厳しい状況が続いており、2020年度の不良債権とされ
る合計額は3,095百万円となりましたが、約96％は担保、保証、貸倒引当金等
でカバーされており、健全性・安全性に問題はありません。

日本海しんきんの不良債権についてご報告致します。
不良債権

3,093
3,095

938
617

2,155
2,427
－　  

50
46,520
51,238
49,613
54,334

3,009
2,974

938
617

2,071
2,326
－　  

30

1,052
944
506
330
545
606
－　  

7

97.28%
96.07%

100.00%
100.00%
96.10%
95.81%
－　  

60.41%

92.60%
88.59%

100.00%
100.00%
86.65%
85.63%
－　  

27.86%

1,957
2,029

431
287

1,525
1,719
－　  

22

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

1.「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破
綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

2.「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本
の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。

3.「要管理債権」とは、「3ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金をいいます。
4.「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、
「危険債権」、「要管理債権」以外の債権をいいます。
5.「金融再生法上の不良債権」における「貸倒引当金」には、正常債権に対する一般貸倒引当金を除いて計上しております。 
       

●金融再生法開示債権及び同債権に対する保全状況

●金融再生法開示債権額の推移

2018年度 2019年度 2020年度

棒グラフ・・・金融再生法開示債権額（単位：百万円）
折れ線グラフ・・・金融再生法開示債権比率（単位：％）

（注）

2019年度
2020年度
2019年度
2020年度
2019年度
2020年度
2019年度
2020年度
2019年度
2020年度
2019年度
2020年度

単位：百万円・％

担保・保証等に
よる回収見込額

（c）
貸倒引当金
（d）

6.42% 6.23% 5.69%
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　日本海信用金庫は、協同組織の理念である相互扶助の精神
並びに「地域社会繁栄への奉仕」「中小企業の健全な発展」「豊
かな国民生活の実現」という信用金庫のビジョンのもと、事業
活動を通じてSDGs（持続可能な開発目標）の達成に貢献し、
持続可能な地域社会の実現を目指します。

重点項目

パートナーシップの発揮

日本海信用金庫　SDGs宣言

2021年3月15日

日本海信用金庫
理事長 小川　義弘

1
●協同組織として、パートナーシップの発揮や地域社会とのネットワークの更な
る強化に努め、もって地域全体で持続可能な社会の実現を目指します。
●複雑化、多様化する地域社会の課題やニーズに適切に対応するため、全国の
信用金庫や中央機関等との業界ネットワークを積極的に活用することで、地
域の制約を超えた質の高いサービスの提供に努めます。

●山陰地区信用金庫でのSDGs推進連携協定の締結
●山陰地区信用金庫での事業承継パートナーシップの締結
●山陰地区信用金庫でのクラウドファンディングを通じた
  お客さま支援の実施
●信金中央金庫の機能を活用したお取引先支援の実施
●ビジネスマッチングを通じた商談機会の提供
●浜田市、江津市、益田市との連携

具体的な取組み

地域経済の持続的繁栄2
●社会経済環境に応じて変化するお客さまのニーズや課題を踏まえた信用金庫
らしいサービスの提供に努め、地域とともに持続的な発展を目指します。
●中小零細事業者の経営サポートを一段と強化し、事業活動の持続可能性を高
めることを通じて、地域経済の維持・発展に貢献します。

●技術革新や社会構造の変化を踏まえ、先進的な金融サービスの提供への取
組みを通じて地域経済の発展に貢献します。

●地域の将来を担う次世代の人材確保や育成につながる取組みをサポートします。

●SDGs事業性融資商品の創設　
●本業支援に対する取組みの推進
●創業支援に対する取組みの推進　
●事業承継問題に対する取組みの推進
●人材紹介に対する取組みの推進　
●後継経営者育成塾の開催
●企業版ふるさと納税を活用した自治体への寄附

具体的な取組み

暮らしやすい地域社会の実現３
●地域を支えるみなさまの健康や福祉の増進につながる取組みに努めます。
●高齢のお客さまにとって、わかりやすく利用しやすい金融サービスの提供を
目指します。

●地域のみなさまの将来に向けた安定的な資産形成をサポートします。
●地域や関係機関との連携のもと、犯罪や不正の防止につながる取組みに努めます。
●地域の貴重な資源である環境の保全につながる事業や取組みをサポートします。
●職員にとって働きやすく多様な価値観を大切にする職場環境の実現に努めます。

●健康増進・健康保持イベントの開催
●教育ローンの積極的な推進
●ライフプランアドバイザーの能力向上　　
●フィデューシャリー・デューティーの徹底
●個人型DC（iDeCo）、国民年金基金による資産形成の支援
●各種保険商品の提案によるお客さまのリスク軽減
●マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与対策の強化
●特殊詐欺防止に向けた継続的な取組み
●地域の伝統芸能「石見神楽」公演への協賛
●日本列島クリーン大作戦への参加

具体的な取組み
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●地域や関係機関との連携のもと、犯罪や不正の防止につながる取組みに努めます。
●地域の貴重な資源である環境の保全につながる事業や取組みをサポートします。
●職員にとって働きやすく多様な価値観を大切にする職場環境の実現に努めます。

●健康増進・健康保持イベントの開催
●教育ローンの積極的な推進
●ライフプランアドバイザーの能力向上　　
●フィデューシャリー・デューティーの徹底
●個人型DC（iDeCo）、国民年金基金による資産形成の支援
●各種保険商品の提案によるお客さまのリスク軽減
●マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与対策の強化
●特殊詐欺防止に向けた継続的な取組み
●地域の伝統芸能「石見神楽」公演への協賛
●日本列島クリーン大作戦への参加

具体的な取組み
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2021

   当金庫の営業地域である「なつかしの国石見」には、日本国内はもとより海外においても絶大な
人気と評価を受けている、ふるさとの文化遺産「石見神楽」があります。令和元年5月には、石見神
楽の里である、浜田市、江津市、益田市など石見9市町（大田市、川本町、美郷町、邑南町、津和野町、
吉賀町）を舞台とするストーリー「神々や鬼たちが躍動する神話の世界～石見地域で伝承される
神楽～」が「日本遺産」に認定されました。
  しかし、近年の少子高齢化と若者の県外流出により、先人たちが守り育ててこられた世界に誇
るふるさとの宝「石見神楽」の保持、伝承、振興が危惧されており、後継者育成が重要な課題となっ
ています。
  当金庫は、この「石見神楽」を受け継ぎ一緒に守っていく子供たちの晴れの舞台として、また、体
験の場、交流の場となることを願い、平成20年度から毎年「石見子供神楽どんちっち祭り」を開催
しております。13回目となる「どんちっち祭り」は今年1月に開催しましたが、コロナ禍の中無観
客での開催となりました。コロナの収束時期は不透明ではありますが、今後も引き続き開催して
まいります。
※日本遺産とは…地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを文
化庁が認定するものです。

●石見子供神楽「どんちっち祭り」開催

トピックスⅥ

8
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（令和3年6月末現在）
店舗一覧

浜田市殿町83番地1

浜田市朝日町1550番地

浜田市長浜町1528番地2

浜田市三隅町三隅1373番地

浜田市旭町今市365番地3

益田市あけぼの本町10番地3

浜田市長沢町3036番地

江津市都野津町2280番地

江津市嘉久志町2305番地9

TEL  0855-22-1850

TEL  0855-22-0357

TEL  0855-27-0305

TEL  0855-32-2500

TEL  0855-45-1313

TEL  0856-23-3456

TEL  0855-22-4180

TEL  0855-53-0306

TEL  0855-52-2620

〒697-0027

〒697-0033

〒697-0063

〒699-3211

〒697-0425

〒698-0026

〒697-0023

〒695-0021

〒695-0016

店外ATMコーナー
（令和3年6月末現在）

は土、日、祝日ATM稼動店

Ⅶ

本店営業部・西支店

東 支 店

長 浜 支 店

三 隅 支 店

旭 町 支 店

益 田 支 店

長 沢 支 店

都野津支店

江 津 支 店

隠岐の島町

竹島

海士町
西ノ島町

知夫村

松江市

出雲市 安来市

奥出雲町

飯南町

雲南市

浜田市

大田市

益田市

日本海
江津市

邑南町

美郷町
川本町

津和野町

吉賀町

●

●

●

●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ゆめタウン浜田店出張所

新 町 出 張 所

京 町 出 張 所

笠 柄 出 張 所

シティパルク浜田出張所

駅 前 出 張 所

周 布 出 張 所

国 府 出 張 所

ジュンテンドー江津出張所

ゆ め タ ウ ン 江 津 出 張 所

浅 利 出 張 所
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